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図１ 各温泉の泉温

図２ 各温泉のpH
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図３ 各温泉成分

図４ 芦原温泉における泉温とpHの関係

図８ 酸性温泉におけるpHの関係とナトリウム

図５ 酸性温泉における泉温とpHの関係

図７ 芦原温泉におけるpHとカルシウム図６ 泉温との相関関係（ｒ）
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表３ 酸性温泉の成分間の相関係数（r） 

表２ 芦原温泉の成分間の相関係数（r） 

４.　まとめ

 

1) ,
,5,115 116(2007)  

2)
47,3,70 75(2005)  

3)
47,4,66 70(2005) 

4) 2
41,15,66 78(1999) 
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